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上回公園の桜が 8分咲きとな った 4月15日、上田市民会館では「第 1回上回さくらまつり」が行われました。注目のミス
コンテストには39人カ、参加。 いずれも美人ぞろいとあ って審査は困難をきわめましたが、ミスさくらには中曽恨英子さん (
神科新屋、写真右から 2人目 ) と吉 田智ずさん (20歳、上堀、写真右端)に決まり、グアム島旅行なとがプレゼントされま
また、ハ ッスルのど自怯'大会(参加78人)では、最優秀歌唱貨に本山正男さん (26歳、東部町)ヵ、選ばれまし た。
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主な内容
北陸新幹線の駅 ・ルー ト決まる

北陸新幹線上凹駅建設促進則成同盟会ー..

" 'l~、のふれあ う まちいづ くりスタートー ・
東部地区防災セ ン ターカ、完成ー・・

上田市自治会述合会の新役只決まる -

57年度固定資産を，<'1'1凶符え
麻し んの予防持H...
「海の家」のご平IJJ.1iを ーーー

福祉の心 をffてる り1L民集会にご参加を-
社会制祉協議会の 1~1J!，， ;l帆 1iを 拡集....
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北
陸
新
幹
線
の
繋
備
計
画
は
、
高
崎

1
長
野

1
富
山

1
小
浜

1
大
阪
聞
の
約

五
百
九
十
キ
ロ

幻
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
と
り
あ
え
ず
高
崎
か
ら
福

井
県
の
武
生
ま
で
の
約
四
百
四
十
キ
ロ

灯
の
駅
・
ル
ー
ト
の
概
要
が
一
不
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
示
さ
れ
た
ル
ー

ト
沿
い
の
騒
音
や
テ
レ
ビ
電
波
障
害
な

ど
の
環
境
彬
響
評
価
調
査
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
駅
・
ル

l
ト
の
概
要
公
表
に

よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
新
幹
線
工
事
が
着

工
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
、

公
的
助
成
、
地
域
の
負
担
の
程
度
、
事

業
採
算
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
、

工
事
実
施
計
画
が
提
出
さ
れ
た
後
、
そ

の
認
可
に
よ
っ
て
初
め
て
工
事
着
工
と

な
る
わ
け
で
す
。

駅
・
ル

l
ト
の
概
要

各
県
下
に
お
け
る
駅
・
ル

l
ト
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
群
馬
県
内

高
崎
駅
北
方
で
上
越
新
幹
線
か
ら
分

岐
し
、
鳥
川
を
渡
り
霧
積
湖
北
方
を
う

回
し
て
軽
井
沢
駅
に
入
り
ま
す
。

マ
長
野
県
内

軽
井
沢
、
佐
久
地
区
、
上
回
、
長
野
、

飯
山
付
近
に
駅
が
で
き
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
軽
井
沢
・
上
回
・
長
野
各
駅
は
、

ほ
ぽ
現
駅
に
併
設
さ
れ
、
佐
久
地
区
は

小
海
線
中
佐
都
付
近
に
新
駅
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

ル
ー
ト
は
、
努
め
て
人
家
密
集
地
を

01''''‘・ 0・・H・，白・.."・ー

避
け
、
地
形
地
質
に
適
合
し
た
ル
ー
ト

と
し
ま
す
。
県
北
部
か
ら
新
潟
県
下
に

か
け
て
は
、
信
越
本
線
よ
り
東
側
で
東

頚
城
丘
陵
を
ト
ン
ネ
ル
で
通
過
し
ま
す

が
、
石
油
層
で
膨
張
性
の
お
そ
れ
の
あ

る
地
質
中
の
二
十
キ
ロ
灯
以
上
に
わ
た

る
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
た
め
、
今
後
さ
ら

に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

な
お
、
上
田
駅
併
設
位
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
技
術
的
な
面
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
検
討
が
さ
れ
ま
す
。

マ
新
潟
県
内

ル
ー
ト
は
、
長
野
県
と
の
県
境
の
ト

ン
ネ
ル
区
聞
か
ら
上
越
平
野
に
出
て
、

日
本
海
海
岸
を
西
方
に
進
み
ま
す
。

こ

の
間
、
信
越
線
と
交
差
す
る
脇
野
田
付

近
と
北
陸
本
線
糸
魚
川
に
駅
を
設
け
、

在
来
線
と
の
接
続
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

マ
富
山
県
内

新
駅
の
黒
部
は
、
私
鉄
の
富
山
地
方

鉄
道
と
交
わ
る
舌
山
付
近
に
つ
く
ら
れ

ま
す
。
富
山
駅
は
現
駅
に
併
設
さ
れ
ま

す。マ
石
川
県
内
、
福
井
県
内

県
境
か
ら
約
二
十
キ
ロ
灯
で
金
沢
駅

に
至
り
、
そ
の
後
、
在
来
線
に
沿
っ
て

西
に
進
み
ま
す
。
小
松
駅
は
現
駅
に
併

設
さ
れ
、
石
川
県
内
に
は
加
賀
温
泉
郷
、

福
井
県
に
は
芦
原
に
そ
れ
ぞ
れ
駅
が
で

き
ま
す
。
福
井
駅
は
現
駅
に
併
設
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
武
生
付
近
に
新
駅
を
設

け
ま
す
が
、
将
来
、
新
幹
線
の
西
進
を

考
慮
し
た
位
置
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
、

概
要
と
し
て
発
表
さ
札
ま
し
た

-しか

・契し の
約な 4
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4月16日聞かれた北陸新幹線上田駅誘致期成同盟会の総会

上
田
市
ほ
か
八
町
八
村
及
び
各
種
田

川

体
で
構
成
す
る
「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
川

誘
致
期
成
同
盟
会
(
会
長
・
永
野
上
回

f

市
長
)
」
は
、

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
円

運
動
を
強
力
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
現
上
田
駅
に
新
幹
線
駅
の
併

f

設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、

四
月
十

川

六
日
、
上
田
市
役
所
で
同
期
成
間
関
会
川

の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、

日
本
鉄
道
建
設
公
団
、

県
企
画
局
並
び
に
県
議
会
議
員
な
ど
の
川

来
賓
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
会
員
百
十
名
川

が
出
席
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
度
川

経
過
報
告
及
ぴ
決
算
な
ど
を
承
認
し
た
川

後
、
新
幹
線
上
田
駅
の
併
設
決
定
に
伴
川

い、

同
期
成
同
盟
会
の
名
称
を
「
北
陸
新
川

幹
線
上
田
駅
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」

と

改

め

、

川

①
駅
の
建
設
促
進

②
駅
周
辺
の
整
備

③
駅
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
交
通
体

J

系
の
笠
備

J

な
ど
を
進
め
る
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
げ

ま
し

た

。

川

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
に

ほ
ぽ
現
駅
に
併
設
さ
れ
、
佐
久
地
区
は

小
海
線
中
佐
都
付
近
に
新
駅
か
設
置
さ

れ
ま
す
。

ル
ー
ト
は
、
努
め
て
人
家
密
集
地
を

悪質な訪問販売に

ご注意を

最
近
、
県
内
で
印
鑑
や
消
火
器
の
悪

質
な
訪
問
販
売
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
る
被
害
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
訪
問
販
売
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ー
被
害
事
例
(
印
鑑

)
l
l
i
-
-

午
後
八
時
こ
ろ
、
姓
命
判
断
を

す
る
か
ら
と
喫
茶
庖
に
呼
び
出
さ

れ
た
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、

「名
前

の
相
が
悪
い
、
印
鑑
を
つ
く
れ
ば

よ
く
な
る
日
な
ど
と
言

い
、
十
二

時
ご
ろ
ま
で
粘
ら
れ
た
。
早
く
帰

り
た
か

っ
た
の
で
、
契
約
し
て
し

ま

っ
た
が
、
後
で
思
い
直
し
解
約

を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
損
害
金
と

し
て
契
約
額
の
八
割
を
支
払
う
よ

う
に
言
わ
れ
た
。

(生活環境課生活係宮⑫似馴4削10岬 叩
上田消貸生活セン夕一宮⑫8邸5引1げ7 

ま
す
。
ま
た
、
武
生
付
近
に
新
駅
を
設

け
ま
す
が
、
将
来
、
新
幹
線
の
西
進
を

考
慮
し
た
位
置
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
、

概
要
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た。

こ
の
よ
う

に
、
商
品
の
極
煩
を
明
ら

か
に
し
な
い

で
喫
茶
庖
な
ど
に
呼
び
出

し
、
契
約
さ
せ
る
方
法
を
キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
と
言
い
ま
す
。

勧
誘
な
ど
を
受
け
た
と
き
に
は
、
必

ず
販
売
目
的
を
聞
き
、
う
か
つ
に
相
手

の
呼
び
出
し
に
応
じ
な
い

よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

!
被
害
事
例
(
消
火
器
)
1
1
1
-
-

年
寄
り
し
か
い
な
い
家
庭
へ
、

消
火
器
の
訪
問
販
売
業
者
が
来
訪

し、

「
こ
ん
ど
市
全
体
で
消
火
器
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
U

と
消

火
器
を
一
本
強
引
に
売
り
つ
け
て

行
っ
た
。

何
と
か
解
約
は
で
き
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
家
庭
に
は
、
消
火
器
の
設
置
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
主
的
に
設
置
す

る
こ
と
は
防
災
上
好
ま
し
い
も
の
の
、

購
入
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

マ
訪
問
販
売
を
受
け
た
ら
、
ま
ず
次
の

こ
と
を
必
ず
聞
き
ま
し
ょ
う
。

①
販
売
業
者
の
氏
名

②
販
売
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
商
品

の
種
類

く
れ
ぐ
れ
も
、
契
約
は
早
ま
ら
ず

慎
重
に
し
て
、
不
必
要
な
商
品
の
購

入
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

マ
契
約
し
た
日
を
入
れ
て
四
日
以
内
な

ら
ば
、
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

(無

条
件
解
約
)
が
有
効
で
す
。
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塩尻地区

塩
尻
地
区
は
、
昨
年
六
月
、
県
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
八
月
に
は
地
区
内
の
各
種
団
体
(
自

治
会
、
公
民
館
、
老
人
・
婦
人
・
青
年

団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
な
ど
)

を
構
成
員
と
す
る
「
塩
尻
地
区
心
の
ふ

れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を

組
織
し
、
間
い
の
あ
る
連
帯
感
に
支
、
え

ら
れ
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

生
活
環
境
実
態
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
、
提
言
調
査
を
実
施
し
、
心
の
ふ
れ

あ
う
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
固
め
策
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
三
月
十
六
日
の
総
会
に
お
い
て

は
推
進
計
画
が
決
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ

今
年
度
か
ら
具
体
的
活
動
や
事
業
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

f佳

計

進

画

推
進
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
活
動
計

画
は
四
部
門
二
十
五
項
目
に
分
か
れ
て

い
て
、
地
域
を
知
る
運
動
、
婦
人
活
動

の
場
を
広
げ
る
運
動
、
み
ん
な
で
大
き

な
和
を
つ
く
る
運
動
、
子
供
と
大
人
の

ふ
れ
あ
い
運
動
、
花
木
を
育
て
る
運
動
、

ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
、
地
域
防
災
運
動
、
危

険
防
止
運
動
、
心
の
ふ
れ
あ
い
運
動
、

健
康
運
動
、

地
域
農
業
の
振
興
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
施
設
経
備
計
画
は
五
部
門
二

十
一
項
目
あ
り
、
交
通
安
全
対
策
、
防

災
対
策
、
集
会
施
設
の
建
設
、
児
童
遊

園
地
の
整
備
、

地
域
運
動
広
場
の
建
設

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
活
動

を
地
域
の
な
か
で
話
し
合
い
、
み
ん
な

で
参
加
し
て
、
で
き
る
も
の
か
ら
順
次

実
施
し
て
、
新
し
い

地
域
社
会
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進

地域の活動の拠点として期待される塩尻地区公民館

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
所
得
倍

増
計
画
、
そ
し
て
四
十
年
代
の
高
度
経

済
成
長
に
よ
り
、
世
の
中
は
急
激
に
変

化
し
、
私
た
ち
の
生
活
は
都
市
化
し
日

常
の
生
活
圏
は
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

就
業
人
口
に
お
け
る
第
一
次
産
業
の
減

少
と
第
二

・
第
三
次
産
業
の
増
大
で
、

こ
れ
ま
で
の
地
域
中
心
の
生
活
か
ら
職

場
中
心
の
生
活
へ
と
変
わ
り
、
「
地
域

は
寝
泊
ま
り
す
る
だ
け
の
も
の
」
、
「
隣

は
何
を
す
る
人
ぞ
」
の
言
葉
の
よ
う
に

私
た
ち
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
弱
ま

り、

地
域
の
人
間
関
係
の
疎
遠
化
、
連

帯
感
の
希
薄
化
が
著
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
新
し

い
連
帝
感
に
支
え
ら
れ
た
地
域
社
会
づ

県
下
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

く
り
M
M

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
づ
く
り
は

み
ん
な
で
参
加

県
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
対
策
推
進
要
綱
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
十
か
所
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
を
設
定
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
計
画
の
策
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
に
つ
い
て
助
成
を
し
、
振
興

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
上

田
市
で
も
、
昭
和
五
十
年
に
策
定
し
た

長
期
基
本
構
想
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
う
た
い
、

y
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
。

づ
(
り
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
推
進

し と
同よ し
セう て
ン
タ 大

は に
ヰIJ

5失周
骨さ
二れ
階 る
建 こ
てと
で

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
ず
市
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
昨
年

県
の
推
進
要
綱
に
よ
り
塩
尻
地
区
が
指

定
を
受
け
、
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
地
区
の
協
議
会
と
と
も
に
検
討
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

塩
尻
地
区
は
、
中
央
を
国
鉄
信
越
線
、

国
道
十
八
号
線
が
縦
走
し
て
い
る
た
め
、

少
な
か
ら
ず
地
域
の
交
流
が
阻
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
し
尿
処
理
場
、
下
水

道
終
末
処
理
場
な
ど
の
衛
生
施
設
が
集

中
し
、
国
道
バ
イ
パ
ス
の
通
過
予
定
地

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
国
道
沿
い
に
は

庖
舗
、
工
場
が
目
だ
ち
は
じ
め
る
な
ど

都
市
化
が
次
第
に
進
行
し
て
、
新
旧
住

民
の
混
在
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老

人

・
婦
人
・
青
年
団
体
の
活
動
も
盛
ん

で
、
こ
の
三
月
し
ゅ
ん
工
し
た
塩
尻
地

区
公
民
館
は
、
地
域
の
活
動
の
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
企
画
調
整
謀
、
教
育
委
員

会
、
各
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、
塩
尻

地
区
を
手
本
と
し
て
、
お
お
む
ね
小
学

校
通
学
区
単
位
に
。
心
の
ふ
れ
あ
う
ま

ち
。
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方
針
で
、

計
画
策
定
及
び
施
設
務
備
に
つ
い
て
助

成
制
度
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

盟
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
全
員
が
参
加
し
て
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。
今
後
、
地
域
の
な

か
で
話
し
合
い
、
ま
た
問
題
点
な
ど
を

出
し
合
い
、
み
ん
な
で
解
決
し
て
連
帯

に
支
、
手
勺
れ
た
明
日
の
地
峡
っ
く
り
を

進
め
て
い
こ
、
7

で
は
あ
り
ま
せ
ん
‘

で
、
総
事
業
代
は
約
六
千
九
行
力
川
て

す
。
第
一
分
間
の
が
様
、
ぷ
一
附
を
併
ぷ

し
、
災
害
に
備
え
て
の
資
機
材
、
食
料
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dt
1
、3
C
づ
ι

、

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
新
し

い
連
常
感
に
支
、
え
ら
れ
た
地
域
社
会
づ

県
下
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

東
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成

だえつ一(5)一一一-II(州157年 5H 1 I::l 広報

企常国会館跡地に完成した

東部地区防災センター

‘1階には第 1分団の車庫を併設

こ
の
ほ
ど
県
下
で
初
め
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
東
部

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
が
、
常
国
会
館
の

跡
地
に
完
成
し
ま
し
た
。

東
部
地
区
は
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の

降
雨
時
に
小
河
川
が
は
ん
ら
ん
し
て
、

家
屋
の
床
下
、
床
上
浸
水
の
被
害
い
か
発

生
す
る
水
害
の
常
襲
地
域
で
、
こ
の
災

蓄
の
未
然
防
止
と
被
害
軽
減
の
た
め
に
、

第
一
分
団
構
成
自
治
会
で
組
織
す
る
自

衛
水
防
団
か
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
地
区
に
防
災
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
、
防
災
思
想
の
高
揚
の
場
と
し

て、

ま
た

コ
ミ
ュ

ニ
一
%
ィ
の
拠
点
施
設

づ進長 B
くを期司
りう基 t
とた本 割
しい構
て;想 8~
位心に利
置のコ E
づふと寸j
けれユ唱
あニ 同
そうテ舗
のまイ定
堆ちのし
i重々推た

と
し
て
、
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

同
セ

ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
二
階
建
て
、

延
べ
面
積
約
四
百
十
五
平
方

μ
の
建
物

感電事故をなくそう

こいのぼりを立てるとき 、しまうとき電線に注意

特に金属製のポールは危険です

か
で
話
し
合
い

、
ま
た
問
題
点
な
ど
を

出
し
合
い

、
み
ん
な
で
解
決
し
て
述
帯

に
支
、
え
ら
れ
た
明
日
の
地
峡
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
B

で
、
総
事
業
貨
は
約
六
千
九
百
万
円
で

す
。
第
一
分
団
の
単
庫
、
ぷ
所
を
併
ぷ

し
、
災
窓
口
に
備
、
え
て
の
資
機
材
、
食
料

の
備
蓄
庫
と
な
り
ま
す
。

① こいのぼり を立て る位置

さお(ポール)+こいの長さ以上

屯線からはなれた位置に立てま

しょう 。

く例〉ポール(10m)+こい(5m) 

+安全距離(3 m ) = 18 m 

一一一-ー
、

、、、、、
(10m +5m +3m) 18m 以上

10m 

②こいのぼりを立て るとき 、 しま

うとき

なるべく風のないときを選んで

行いましょう 。さ おやポールが

長いときは、 2人以上で行いま

しょう 。
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上田市自治会連合会の

新役員決まる

3月29日の上田市向 治会迎合会定時総会において、

下表の とおり新役員の皆さんが決ま りました。任期は

1年です。

l 地 区
l 束
l 南
| 中

| 西

l 城

| 辺 ・

! 神
! 神

l 中塩
| 東塩

| 高 士

! 西塩

l 浦

| 室

。=会長 0=副会長食=民事
(あとの皆さんは評議Hです。)

- ¥-1"¥ 862 ~" 

5月9日(日)

を

第8回資源活用広場
第3回むだをなくす生活展

L、。

詳細については、「広報うえだJ 4月16日号でお知

らせ しましたが、次のとお り 「修理・再生コーナー」

も設置す ることになりました。

使い捨て時代は終わり、節約時代に入りました。

ご家庭内で見捨てられている物の修理・再生のため、

ぜひニの機会をご利用ください。

|修理・再生コーナー|
受付は午前10時か らです。お預かりした品物は、

午後 1時から 3時ま での聞にお渡 しできます。主な

修理内容・料金は、次のとおりです。Jρ
ま
積 料金表 (主なもの)

fI事 理 内 容 ;料 金

包 了 250円
刃物研ぎ

たちばさみ 400円

かさ 修理 骨 折 れ i本に付150円

くつ 修理 かかと 400円ヵら

なべ 修理 穴直し 1か所200円

自転主jf.修理 ノ、ンク 700同

つ

I ~Z 柏、目~I

名 i'lifi会名 氏 名

EE 人 11::1 ~~lj ~~裟J主

大手 !HJ 。 水出普 jjfJ

央 [LI 町I 神 l毛利一

音[1 新 世l f，川~手』 主“土ロ ー} ア¥1)

音[¥ 針t 房、 0 田中直一
下 取tJj )f~ 0 今 井正昭
尻 4大 手日 0 中仏大六
炭田 II[ ill 中 ir( 日召 丘

JI[ 大 屋 坂田 I'v.:ー
千斗 ~ 屋 JI[ J-. <11 

殿 中吉田 il'i. 7)( (l ヲと

Lt 凹回
日f 国 悩沢豆半

i-fi イ ;!? 水 ?l1J裟似
山 中 中且 五村正幸

i 回 ilミ前山 黒坂周平

戸丹 大 i、a"vs 0 久保明 雄

里 illi 事i目 小泉静雄

泉 泉 志摩甲子夫

lt 上~ !'i 清水勅 ~Jt;.

ニ好 町 食田 中 稔

金 宇[". 会松原有松

‘4月10日から上回公固など4会場で「純
化木の無料iiJ'i布会」が聞かれました。どの

会場も大変な人気で 、市木の「し、ちしりな

と7的知の苗木が無料で制布されました。

つ V事Jí-.:~iζ枕職者激励会が 4 月 8 日、上田市 、丸

子町 、東部町などの主催により行われまし

た。会場の上田市民会館に は、今春入社

したばか りの若者約930人が参加。新社会

人とし ての決意 を新たにしていまし た。

り

一
感D
|
 



広報アンケートにご協力を
ー-'Aj 

市では、よりよい「広報うえだ」にするため、皆様からのご意見を

お待ちしています。

切
手
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

点
線
部
分
を
切
り
取
っ
て
、
六
月
一
固
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

点線部分を切り取って、 6月1固までにお出し ください。

市では、市民の皆様に愛きれ、親しまれる広報づ

くりに努力しています。より読みやす く、親しま

れる、 、広報うえだ、、にするため、皆様からの積

極的なご意見をお寄せ くだきい。

(該当するものをOで囲んでください)

問1 あなたは最近の、広報うえだu を読んで、
どう感じますか。
(イ)読みにくい (ロ)読みやすい 付わからない

問2 あなたはどのような 、広報うえだ、であっ
た方がよいと思いますか。
0付)記事の内容を豊富に (ロ)市民の声を多〈
村市の動きをくわしく
0 発行回数は月に付)1回 (ロ)2回付 2回以上
O その他(具体的にお書きください)

問3 あなたは 、広報うえだ、、で一番関心を持つ
のはなんですか。
u(イ)議会の様子(ロ)市の動き 付各課からのお知ら
せ的な記事

O その他(具体的にお書きください)

問4 、広報うえだ、、 に載せたい記事、その他感

じたこと。(具体的にお書き下さい)

-・・・ーー---ーーーーー・ーーーー --ー ーーー・・・ーーーー・・・ーー・ーーーー・・ー・・・ー・ーー
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求めます。

課税標準額

た57年度都
のが、 57年

により

いよう注

広報アンケートにご協力を

市では、よりよい「広報うえた、」にするため、皆様からのご意見を

お待ちしています。

点線部分を切り取って、 6月1日までにお出しください。

郵便はがき

H 
上回局承認

33 

差出有効期間

昭和57年6月1日まで
このはがきは切手をは
らずにお出しください

(受取人)

上田市大手|一11-16

上田市長永野裕貞行

記入きれた方の (匿名・無記名も可)

お名前 歳)

住所

お仕事は 学生・農業・商業・林業・工業・会社員・

団体職員・公務員・教職員・無職・その他

(該当するものをOでかこんでください。)

点
線
部
分
を
切
り
取
っ
て
、
六
月
一
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

切
手
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
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57年度固定資産を評価替え
二地方税法改正により新評価額にこ

57年度は、固定資産の基礎となる評価額に対する評

価替えが行われました。

土地については、各地目とも評価額は上昇していま

す。家屋については、新地築の家屋は、国で定めた新

評価基準により評価額が算出され、在来家屋は、価額

の据え置き措置がとられています。

土地の固定資産税は、新しい評価額を基礎として算

出すると税負担が急激に士曽えるため、前固め評価替え

と同様に、今回も固定資産税が一時に増えないように

するために必要な負担調整措置がとられることになり

ました。

o固定資産税の算定方法
1 .宅地など(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上昇率=

56年度課税標準額

上昇率の区分

13倍以下のもの

1.3俗を越え、 1.5倍以下のもの

l.5倍を超え、 1.7倍以下のもの

1.7倍を超え、 1.9倍以下のもの

13倍を超えるもの

56年度課税標準額×負担調主主率=57年度課税標準額
(この古iiが新.評価古iiを超える場合は、来rrJQ'1面倒とします。)

2.農地

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上昇率=

56年度課税標準額

.上 手!率の区分

1.15倍以下のもの

1.15倍を越え、1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、 1.5倍以下のもの

151背を超えるもの

56年度課税標準額×負担調繋率=57年度課税標準額

以上の1.宅地など、 2.農地により算出された57年度課

税標準額に税率古すを乗じたものが、 57年度固定資産

税になります。なお、宅地のうち小規模住宅用地(200

m'までの宅地)はす、その他の住宅用地はすの割合を評

価額に乗じた額となります。

0都市計画税の算定方法

1 .宅地など(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上昇率=

56年度都市計画税課税標準額

目 上長十率の区分 l一一一 a

13倍以下のもの

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの

1.5倍を超え、1.7倍以下のもの
1.7倍を超え、1.9倍以下のもの

19倍を超えるもの

56年度都市計画税課税標準額×負担調繋率=

57年度都市計画税課税標準額
(この制が新μ".価似を紅iえる場合は、新評価制とします)

2.農地
次の算式および下表により負但調絵本を求めます

57年度評価額
上昇率=

56年度都市計画税課税標t川向

上昇率の区分

1.15倍以下のもの

1.151音を超え、1.3倍以下のもの

13倍を越え、 1.5倍以下のもの

1. 5倍を越えるもの

56年度都市計画税課税標準額×負担調経率=

57年度都市計画税課税f~i巨額

以上の1.宅地など、 2.農地により算出 された57年度都

市計画税課税標準額に税率告すを乗じた ものカ 、57年
度都市計画税となります。

お問い合わせ・・・資産税課

(宮⑫4100内線236・237有線②0681)

きれいに使いましょ う

ホ市民トイレ、

抗 861¥;._ 

お

占副

11 

手
小
川
l
A
M
略
マ
3
l
l

昭
こ
ら

ニの標識があります。

「問トイレ」は次の商庖など吋意により | 
記

開放されています。使うときは、汚さないよう注

意し、きれし、に使いましょう。

使用できる時間は、それぞれの商庖な どカ、開い お，

ている時間です。

-松尾町 有限会社萩原、商庖松尾町庖1階 住

午前10時~午後 6時30分

-海野町株式会社ヤジ7 時計庖 2階 11 おイ
午前10時~午後 7時

.海野町株式会社ほかり 1階

午前8時30分~午後 6時30分

-海野町海野町会館

午前 9時一午後 7時

.大手町上回商工会議所

午前8時30分~午後 9時
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お知らせ麻
し
ん
の

え

予
防
接
種

つ広報

保
健
予
防
際
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん

(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
り
、
以
前
に
こ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
:
・
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
同

年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
(
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
六
歳
未
満
の
子
供

き
ん
で
、
い
ま
ま
で
実
施
し
た
機
会

に
で
き
な
か
っ
た
子
供
さ
ん
を
含
み

ま
す
)

実
施
期
間
・
・
五
月
十
日
聞
か
ら
同
月
三

一第 861号

「
海
の
家
」
の
ご
利
用
を

7
・
8
月
(
人
口
浜
と
能
生

上回公園の桜も、 4月16日ごろから19日

iごろまでガ見ごろとなり、大勢の花見書で

!にぎわいまし芝。今年は例年より1週間|ま

:ど開花ガ早かつだようでした。

十
一
日
川
ま
で
の
聞
に
、
子
供
さ
ん

の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選
ん
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
:
・
下
表
の
委
託
医
療
機
関
の

う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て
い
る

所
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
:
・
①
種
痘
、

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
、
風
し

ん
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、

一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い
子
供

き
ん
②
三
種
混
合
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
二
週
間
以
上
経
過
し
て
い

な
い
子
供
さ
ん
③
発
熱
、
ま
た
は

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子
供
き
ん

④
心
臓
血
管
系
疾
患
、
肝
臓
疾
患
、

腎
臓
疾
患
の
増
悪
期
ま
た
は
活
動
期

に
あ
る
子
供
さ
ん
⑤
卵
や
食
物
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
子
供

き
ん
⑥
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作

用
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
き

も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⑪
行
け
な
く
な

っ
た
場
合
な
ど
は
、

お
早
め
に
必
ず
予
約
取
り
消
し
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ん
⑦
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
起
予
」
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供

さ
ん
③
三
か
月
以
内
に
カ
ン
マ
グ

ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を
受
け
た
子
供
さ

ん
⑨
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子

供
さ
ん

持
ち
物
・
・
・
①
送
付
し
ま
し
た
通
知
書
(
必

ず
問
診
票
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
)
前

回
の
対
象
者
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
前
回
通
知
し
ま
し
た

問
診
察
に
ご
記
込
の
う
え
、
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

各
医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
②
母
子

健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

そ
の
他
・
:
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
注

射
後
、
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
注
射

後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中
心
に
三

麻しん予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

医療機関名 |電話番号l 医療機関名 |電話番号

葦 沢 医 院( 森 ) 1 24-2280 11嶋村内科小児科医院(常磐町)122-3202 

荒 井医院(下紺屋町)1 22-047411城南医院(御所)1 22-3481 

飯島医院(築地)1 22一501111豊田医院(下紺屋町)1 22一1158

池 田医院(川辺町)1 22一504111新美医院(大屋)135-0012 

池田医院(浦野)1 31-2007 11日新掌病院(馬場町)122-0558 

遠藤 内科医院(馬場町)1 22-0051 11橋本医院(舞 回)138-2033 

金井内科小児科医院(国 分)1 22-971611堀 内 医 院(大 屋)135-0104 

神科診療所(長島)1 27-3331 11堀内医院(鎌原)122-6235 

工藤 内科医院(新 回)1 22-0083 11松尾内科小児科医院(下常国)1 22-1355 

熊 坂 内 科(上塩尻)1 22一193611宮坂内科小児科医院(下常田)1 22-0759 

甲田内科小児科診療所(石 神)1 38-306511宮下内科小児科医院(上 堀)1 22一1233

小松内科循環器科医院(上川原柳)1 27-2200 11三原内科医院(中之条)127-6500 

小井土内科医院(下川原柳)1 27 -6666 11三好町産婦人科医院(御 所)1 23ー 2381

斉必 外科医院(下青木)1 35-0887 11村 上 医 院(末広町)1 22ー 3740

斉藤医院(馬 場町)1 22-10ω l柳沢病院(北大手)122-0109 

ささき 小児科医院(城 北)1 27一7700~依 田 医 院(鍛冶町)122-0455 

佐藤医院(五 加)1 38ー 254311横山医院(大屋)135-0008 

塩 田病院(中野)1 38-2221 11和方医院(塩田新町)1 38ー 2540

ー
信
州
青
年
希
望
の
船

l

〈
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
の
説
明
会
〉

昨
年
の
参
加
団
員
が
、
海
洋
セ
ミ
ナ

ー
の
説
明
会
と
体
験
談
、
写
真
展
を
次

十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八
度
五
分
の

熱
が
出
た
り
、
軽
い
発
し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、
せ
き
、
鼻
水
が
出
た
り
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も
回

復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
り
、
呼
吸
が
早
く
な
っ
た
と
き
は

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
、
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力
の
増

強
及
び
相
互
の
親
睦
を
図

っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
第
八
回
上
小
地
区
心
身
障
害

者
体
育
大
会
」
を
、
上
小
の
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
と
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

と

き

・

五

月

二
十
三
日
川
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
(
悶
天
の
場
合
は
無

期
延
期
)

と
こ
ろ
:
・
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
:
・
上
小
の
心
身
障
害
児
者

観
技
種
目
:
・
百
メ
ー
ト
ル
競
走
、
走
り

幅
と
び
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
市
平
い
す

続
走
な
ど
二
十
七
怖
目

。
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
同
体
減
い
い
か

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
内
治
会
加
入

を
し
て
く
だ
さ
い
。
会
品目は・
ニ
行

円
で
す
。



7
・
8
月
谷
浜
と
能
生に
開
設

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

f三

毎
年
、
市
民
の
皆
き
ん
に
好
評
の
「
上

田
市
海
の
家
」
を
、
今
年
も
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷
浜
海
岸

と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。
お
気

齢社に
J
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所
・
・
・

マ
谷
浜
海
岸

1
旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
二
ニ
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

官

0
2
5
5
⑩
2
I
o
-
-
2
7

p
b
7
 

マ
能
生
浜
海
爆
H
H
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
パ
ス
で
約

五
分

宮

0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6

申
込
方
法
・
:
電
話
で
直
接
、
海
の
家
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
部
屋
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

(例
年
、
七

月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
は

利
用
者
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く

こ
の
期
聞
を
避
け
て
計
画
す
る

こ
と
も
考
、
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
)

ま
た
、
日
帰
り
で
利
用
す
る
場
合

えつー (9)ー一一 昭和57年 5月1日 広報

が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
子
供

さ
ん
⑥
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作

用
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ

も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

。
行
け
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

お
早
め
に
必
ず
予
約
取
り
消
し
を

し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
・
利
用
時
間
・

左
表
の
と
お
り
で

す
。
宿
泊
さ
れ
る
方
で
こ
の
時
間
以

外
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
を
専

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
旅
館
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

⑪
谷
浜

・
飯
田
屋
の
宿
泊
利
用
時
間

に
つ
い
て
は
、
翌
日
午
後
一
時
が

翌
日
午
前
十
時
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「海の家」料金および利用時間

手IJ 用 料 金 利用時間

宿泊
翌日

( 2食付)
大人 3，800円 小人 3，500円 午後1時~午前10時

飯田屋
日帰り

(食事なし)
大人 800円 小人 600同 午前10時~午後4時

宿泊
翌日

( 2食付)
大人 3，700円 小人 3，400円 午後 1時~午後4時

かなはち
日帰り

大人 800円 小人 600円 午前10時~午後4時
(食事なし)

ー
信
州
青
年
希
望
の
船
H
H

海
洋
セ
ミ
ナ
ー
に

ご
参
加
を

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

県
主
催
に
よ
る
信
州
青
年
希
望
の
船

「
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
今
年
も
八
月

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
下
の

青
年
約
五
百
人
が
洋
上
で
生
活
と
研
修

を
共
に
し
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
と
国

際
的
視
野

の
拡
大
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

車
問
い
海
で
の
洋
上
祭
、
夕
日
の
中
で

の
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
、
寄
港
地
で

の
交
流
研
修
会
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
研

修
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
「
海
洋
セ
ミ
ナ

ー
」
に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

海
洋
セ
ミ
ナ
ー
期
間
・・-
八
月
五
日
閃
か

ら
十
八
日
制
ま
で
の
十
四
日
間

寄
港
地
:
・
香
港
、
お
よ
び
中
国

募
集
人
員
・
:
二
十
三
人
(
上
田
市
割
り

当
て
)

募
集
期
限
:
・
五
月
三
十
一
日
間
ま
で

参
加
資
絡
・
:
二
十
歳
か
ら
、
お
お
む
ね

三
十
五
歳
ま
で

経
費
・
:
約
十
六
万
円
(
一
部
市
の
補

助
が
あ
り
ま
す
)

〈
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
の
説
明
会
〉

昨
年
の
参
加
団
員
が
、
海
洋
セ
ミ
ナ

ー
の
説
明
会
と
体
験
談
、
写
真
展
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
五
月
八
日
出
午
後
六
時
三
十

分
か
ら

と
こ
ろ
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

交
通
災
害
共
済
に

ご
加
入
を

市
民
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
7
3

有
線
②

0
7
0
1

市
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

わ
ず
か
な
掛
金
で
見
舞
金
が
受
け
ら
れ

る
交
通
災
害
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
分
の
た
め
ば
か
り

で
な
く
、
加
入
者
相
互
の
助
け
合
い
に

も
な
る
も
の
で
、
市
民
の
皆
き
ん
全
員

が
加
入
し
て
初
め
て
そ
の
趣
旨
が
生
か

さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
万
一
の
場
合
に

備
え
て
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ

よ
J

。
加
入
資
格
者
・
・
・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

会

費

・
:
一
般
l
一
人
年
額
三
百
円
(
継

続
、
新
規
と
も
)
団
体

l
一
人
年

額
二
百
円

(保
育
園
・
幼
稚
園
の
園

児
及
び
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
)

@
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
団
体
扱
い
か

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
治
会
加
入

を
し
て
く
だ
さ
い
。
会
伐
は
三
百

円
で
す
。

加
入
申
し
込
み
;
・
現
在
、
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
会
員
期
間
が
五
月

三
十

一
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
加
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
新
規

加
入
の
皆
さ
ん
も
、
今
月
中
に
自
治

会
及
び
学
校
、
園
で
取
り
ま
と
め
を

し
ま
す
の
で
、
配
布
さ
れ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
、ぇ
、
会

費
と
と
も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
交
通
事
故
・
:
そ
の
事
故
が

車
両
や
電
車
、
汽
車
の
運
行
中
に
起

き
た
も
の
で
、
日
本
国
内
で
発
生
し

た
も
の

見
舞
金
額
・
:
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

災害区分 見舞金 災害区分 見舞金

死亡したとき 70万円 2か月以上の傷害 4万円

6か月以上の傷害 12万円 1か月 11 3万円

5か月 11 8万円 21日 11 2万円

4か月 11 7万円 7日 11 1万円

3か月 H 6万円 7日未満の傷害 6千円



だ 昭和57年 5H 1 E:j--(10)ー

福
祉
の
心
を
育
て
る

県
民
集
会
に
ご
参
加
を

福
祉
保
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

有
線
②
0
7
9
1

県
で
は
障
害
者
と
健
常
者
が
手
を
取

り
合
い
、
共
に
語
り
A
弓
つ
中
で
、
明
る

く
住
み
よ
い
福
祉
社
会
と
な
る
よ
う
、

次
に
よ
り
「
福
祉
の
心
を
育
て
る
県
民

集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
県
民
集
会
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、

実
り
あ
る
集
会
と
な
る
よ
う
、
多
数
の

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
五
月
二
十
一
日
幽
午
後
一
時

か
ら
四
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

内
容
:
・
表
彰
、
障
害
者
の
体
験
発
表
、

講
演
な
ど

えつ広報

身
体
障
害
者
の

国
鉄
運
賃
割
り
引
き

ー第 862号

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

有
線
②
0
7
9
1

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
国
鉄
に
乗

る
場
合
、
今
ま
で
は
市
長
が
発
行
す
る

「
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
証
」
を

社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
に
提
出
し
て
、
国
鉄
運
賃
の
割
り

引
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

四
月
二
十
日
か
ら
は
身
体
障
害
者
手
帳

の
呈
示
の
み
で
運
賃
が
割
り
引
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

体
育
課
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
5

種
目
は
、
水
泳
、
卓
球
の
ほ
か
に
、

今
年
か
ら
正
し
い
少
年
野
球
の
普
及
の

た
め
に
も
「
野
球
」
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
書
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。
申

込
締
め
切
り
は
五
月
八
日
出
で
す
。
体

育
課
で
審
査
し
受
け
付
け
ま
す
。

高
齢
者
健
康
教
室
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
1

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
五
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
全
市
三
十
か
所
で
「
高

齢
者
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

人

員

・:
一
名

申
込
先
・
期
限
・
五
月
六
日
同
か
ら
同

対
象
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
希
望
の
皆
さ
ん

ど
な
た
で
も
大
勢
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
当
分
の
問
、
日
程

を
毎
号
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

〈
内
容
〉

①
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
②
長
生
き

の
食
事
に
つ
い
て
③
健
康
づ
く
り
運

動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
④
歯
の
健

康
に
つ
い
て
⑤
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩

分
測
定
(
お
わ
ん
一
杯
分
の
み
そ
汁
を

容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

高齢者健康教室日程表

ろと対象地区きと

中常国自治会館

5月15日日う

5月17日(JJ)

松尾町会館

L>、
ヱエ区

町

町

回
戸且.

吊

広末

木

中

午前9: 30-11 : 30 

午後 1: 30-3 : 30 

午前9: 30-11 : 30 5月14日幽

現ト
仕
満
六
歳
以
上
の
方

申
込
+
刀
法
上
回
郵
便
局
の
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
用
紙
に
ご
記
入
の
う

水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

水
道
局
業
務
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
0
3

田町公会堂

毎
年
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
「
水

道
週
間
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

水
道
局
で
は
、
こ
の
機
会
に
水
の
恵
み
、

水
の
大
切
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

本
年
度
は
「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
応
募
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

題
材
・
①
水
の
あ
る
風
景
(
長
野
県

内
で
見
ら
れ
る
風
景
)
②
水
を
利

用
し
て
い
る
場
面
(
水
の
美
し
き
、

水
の
富
山
み
、
水
の
大
切
さ
な
ど
を
表

現
し
た
も
の
)

作
品
の
サ
イ
ズ
:
・

マ
モ
ノ
ク

ロ
1
四
ツ
切
以
上

マ
カ
ラ

1
1キ
ャ
ビ
ネ
以
上

締
め
切
り
・
:
五
月
二
十
五
日

ω

提
出
先
・・
・
市
水
道
局
業
務
課

賞
・
:
上
位
入
賞
者
に
は
賞
状
及
び
ト
ロ

フ
ィ
、
佳
作
に
は
賞
状
及
び
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

作
品
展
示
期
間
及
び
会
場
・
:
六
月
一
日

ωか
ら
同
月
十
五
日

ωま
で
、
八
十

二
銀
行
上
回
支
庖
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

キ
A

ヱー
。

町回午前9: 30-11 : 30 5月19日(l/()

会
政
策
、
大
必
泰
(同
大
必
師
)
心
理

学、

坂
田
周

一
(
同
大
講
師
)
社
会
福

祉
、
安
井
幸
次
(
同
大
講
師
)
社
会
学

商
工
相
談
(
無
料
)
の

ご
利
用
を

商
工
課
商
工
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

市
で
は
、
本
年
度
も
長
野
県
経
営
能

率
協
会
の
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
「
商

工
相
談
」
を
、
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

商
業
、
工
業
に
関
連
し
た
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
日

の
二
目
前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
毎
月
十
日
の
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
(
十
日
が
日
曜
・
祝
日
の

場
合
は
翌
日
、
土
曜
の
場
合
は
翌
週

の
月
曜
日
)

と
ニ
ろ
・
:
上
回
商
工
会
議
所
会
議
室

申
込
先
:
・
市
役
所
商
工
謀
、
ま
た
は
上

回
商
工
会
議
所
(
宮
⑫
4
5
0
0
)
、

塩
田
商
工
会
(
宮
⑮
3
6
1
0
)
、川

西
商
工
会
(
宮
@
2
0
3
3
)

ふ
「
民
謡
を
あ
な
た
に
」
}

ず

の

公

開

録

画

~

6
月
同
日
附
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身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
国
鉄
に
乗

る
場
合
、
今
ま
で
は
市
長
が
発
行
す
る

「
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
証
」
を

社
会
福
祉
協
議
会
の

嘱
託
職
員
を
募
集

社
会
福
祉
協
離
会
事
務
局

宮
⑫
2
0
2
5

だ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
の
事
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

資

格
:
・
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、

四
月
一
日

現
紅
、
上
田
市
民
で
あ
る
人

必
要
書
類・
:
履
歴
書
、
住
民
票
、
健
康

診
断
書
、
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二

重
封
筒
(
合
否
連
絡
用
、
宛
先
明
記
)

試
験
日
・
科
目
:
・
五
月
二
十
日
削
、
一

般
教
養

えつ-ω 一一一昭和57年 5月1I:l 広報

ご
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か

い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

V
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野
支
庖
機

安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
長
野
支

庖
機
安
回
生
命
保
険
相
互
会
社
長
野

分
室
様
安
田
信
託
銀
行
線
式
会
社
微

笑
蕃
交
通
安
全
協
力
会
機

交
通
事
故

傷
害
保
険

っ
き
黄
色
い

ワ
ッ
ペ
ン
千
八

百
枚

市

内

の
小
学
校
新
入
学
児
童
に

V
上
国
電
報
電
話
局
様

給
食
用
ナ
プ

人
員
・
:
一
名

申
込
先
・
期
限

五
月
六
白
川
か
ら
同

月
十
八
日
附
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ー

重
度
身
障
者
の皆
さ
ん
へ
ー

は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

上
回
郵
便
局

宮
⑫
0
0
7
7

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
の
一
環

と
し
て
、
重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

に
「
青
い
鳥
は
が
き
」
を
お
一
人
二
十

枚
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
重
度
の
障
害
(
一
級
、
二
級
)

の
あ
る
方
で
、
本
年
三
月
三
十
一

日

キ
ン
千
七
百
六
十
枚

新
入
学
児
童
に

V
長
野
県
し
ん
さ
ん
交
通
安
全
協
力
会

様

交
通
事
故
見
舞
金
っ
き
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
千
七
百

六

十

枚

市

内
の
小
学

校
新
入
学
児
童
に

V
坂
井
静
枝
機

(
大
手
二
)
ス
ラ
イ

ド
映
写
機
一
台
カ
セ
ッ
ト
一
台
ス

ラ
イ
ド
用
フ
ィ
ル
ム
、
テ
ー
プ
五
組

ガ
ン
の
早
期
発
見
指
導
用
と
し
て

V
東
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員

会
機

一
千
七
百
四
十
万
円

防
災
活

動
寄
付
金
と
し
て

V
上
田
市
高
齢
者
学
園
学
生
自
治
会
犠

梅
古
木
二
本
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

市
内
の
小
学
校

現
夜
満
六
歳
以
上
の
方

申
込
方
法
・
:
上
田
郵
便
局
の
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
用
紙
に
ご
記
入
の
う

え、

身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
に
よ
る
申
し

出
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
:
・
五
月
三
十
一
日
間

ー

長
野
大
学

l

「
家
と
老
人
問
題
」
の

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

長
野
大
学
付
属
図
書
館

宮
⑩
2
3
5
0

長
野
大
学
で
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て

き
た
「
家
と
老
人
問
題
」
を
テ

l
マに、

市
民
・
老
人
を
対
象
と
し
た
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
般
的
な
家

族
論
か
ら
上
田
市
を
中
心
に
し
た
地
域

性
も
取
り
上
げ
、
各
分
野
の
先
生
方
に

研
究
報
告
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

家
族
内
に
老
人
問
題
を
か
か
え
る
市

民

・
老
人
の
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
入
場
は
無
料
で
す
。

と

き

・
:
五
月
十
五
日

ω午
後
一
時
か

ら
五
時
ま
で

と
こ
ろ
:
・上
田
市
民
会
館
二
階
会
議
室

報
告
者
・
・
・
吉
永
清
(
長
野
大
教
授
)
基
調

報
告
、
天
野
勝
行
(
同
大
助
教
授
)
社

会
政
策
、
大
政
泰
(
同
大
講
師
)
心
理

学
、
坂
田
周

二

同
大
講
師
)
社
会
福

祉
、
安
井
幸
次
(
同
大
講
師
)
社
会
学

ー

上
田
技
術
専
門
校

1

短
期
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

上
田
技
術
専
門
校

宮
⑫
1
3
5
3

県
立
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
再
就

職
を
し
た
い
人
の
た
め
に
、
短
期
間
で

高
度
な
基
礎
技
能
を
修
得
で
き
る
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
中
に
実
施
す
る
訓

練
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

申
込
先
:
・上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
宮

⑫
6
3
6
3
)
 

申
込
期
限
・
・
・
各
科
と
も
入
校
十
目
前
で

募
集
を
締
め
切
り
ま
す
が
、
募
集
期

間
内
で
も
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
に

は
、
訓
練
期
間
中
に
も
各
種
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
②
受
講
料
は
無

料
で
す
。

お
問

い
合
わ
せ
:
・
訓
練
内
容
な
ど
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
上
田
技
術
専
門

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
月
同
日
同

訓練科目 受議対象者 定員 訓練期間(干定)募集締切 場所 訓練目標」

編物料 婦人般職者 151 6 /，~ :-~9 / 3 入校10目前 林編物学校
( 3か月 )

中高年雛職者
201 7 /，1~:-}~/ 6 木必彫要など木工号室品製木材工芸科 身体障害若者干名 ( 3か月 ) " 技術専門校 な技能

経理事務料
婦人能職者 151 7 /?1:-}!125 1/ 上専回門商学業校 和文タイプ、簿以上記取お得よび

{和文タイプ) ( 4か月 ) 珠算検定3級

経理事務科 婦障婦害人人者身能体著職干名者 241 9 /， ~ :-~~/30 1/ 技術専門校 以簿上記取お得よび珠算検定3級
( 3か月 )

林野火災をなくそう

タバコやたき火などの不始末か

ら、長年大事に育ててきた大切な

縁の資源を失うことがたびたびあ

ります。 お互いに火の元には、く

れぐれもご注意ください。
(注) 0受議対象者欄の身体障害者は各科目の訓練に耐えられる人。
0やむをえず内容を変更することがあります。あらかじめご了承ください。
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(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

今
井
た
ま
さ
ん

手
塚
映
子
さ
ん

小
林
重
校
さ
ん

高
柳
正
丸
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

渡
辺
オ
治
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

小
暮
忠
次
郎
さ
ん

柳
沢
延
雄
さ
ん

飯

島

英

さ

ん

(
中
央
一
丁
目
)

佐
藤
た
け
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)

玉

井

開

き

ん

えつ広報

38運動を

励行しよう

ー第 862号

院神新

内畑田

中
常
国

下
之
郷

赤

坂

鷹
匠
町

愛
宕
町

下
之
条

0運転者の 3S励行

一よく見る、止まる、

除行する

(見る SEE)
止まる STOP 

除千子 SLOW

七六八
三 O 四

朝

川

志

ん

さ

ん

浦

野

吉
沢
吉
郎
右
衛
門
さ
ん
西
前
山

前

山

寿

治

さ

ん

上

本

郷

浅

川

菊

次

郎

さ

ん

蛇

沢

高
野
タ
ケ
ノ
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)
新
田

青
木
竹

雄

さ

ん

上

田

原

中

村

鉄

雄

ざ

ん

諏

訪

形

坂

中

市

松

さ

ん

院

内

後
藤
義
雄
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

神

藤

鶴

吉

さ

ん

五

加

山

浦

幌

三

さ

ん

上

田

原

三

井

哲

夫

さ

ん

金

剛

寺

小

松

ま

つ

江

さ

ん

下

本

郷

池

田

末

蔵

さ

ん

手

塚

竜

野

き

せ

き

ん

石

神

湯

本

富

三

さ

ん

藤

之

木

竹

沢

み

ち

江

さ

ん

五

加

寺
沢
は
っ
き
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(
大
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一
丁
目
)

内

山

博

さ

ん

内
山
な
み
子
さ
ん

松
沢
利
雄
さ
ん

ノ、
tL 

六八六
七 O 八

七
O 

大
手
町

上
室
賀

御

所

下
之
郷

七八
四一

0歩行者、自転車の 3S励行

…よく見る、止まる、

合図する

(見る SEE)
止まる STOP 

合図 SIGNAL/
八八九八
四二九九

下
之
郷

下
小
島

小

泉
上
塩
尻

倉

升
下
之
郷

鈴

子

五

加

八八七六
00四九

内
藤
た
喜
子
さ
ん

竹

内

勲

さ

ん

増
田
秀
人
さ
ん

春
原
な
か
を
さ
ん

浅

野

英

さ

ん

滝
沢
三
治
さ
ん

加
々
井
盛
雄
さ
ん

小
林
耕
太
さ
ん

宮
原
重
彦
さ
ん

(中
央
北
三
丁
目
)
新
田

坂

田

加

夫

さ

ん

柳

沢

村

上

幸

一

さ

ん

保

野

中

村

富

山

さ

ん

上

田

原

増

沢

里

さ

ん

中

村

北

沢

は

な

子

さ

ん

長

島

金

子

か

は

る

さ

ん

院

内

小

須

田

亀

一

さ

ん

柳

沢

宮

島

き

だ

さ

ん

下

青

木

田
口

~
装
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)
馬
場
町

押

金

銀

司

さ

ん

下

青
木

山

岸

キ

ヨ

き

ん

倉

升

竹
内
袈
裟
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さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
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)
新
屋

宮

沢

喜

十

郎

さ

ん

西

前

山

富

島

ち

さ

さ

ん

下

青

木

手

塚

俊

次

さ

ん

須

川

鈴
木
竹
四
郎
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

鈴
木
と
く
の
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)
末
広
町

荒
井
か
っ
さ
ん

(
材
木
町

一
丁
目
)
材
木
町

青

木

一

さ

ん

長

島

七
二
六一二
八

O
七
三
七
O
七
四
八
五
六
O
七
四

八
八
七
二
七
一
七
二

七
五
四
二
八
三
八
三
九
九
七
三
五
七
八
六

所

山
岸
き
と
さ
ん

岡
田
や
す
さ
ん

(
常
国
三
丁
目
)
北
常
田

鎌

原

キ

ツ

さ

ん

倉

升

渡
辺
利
藤
太
さ
ん
上
川
原
柳
町

坂

口

弥

生

き

ん

矢

沢

一
之
瀬
重
義
さ
ん

(
中
央
一
丁
目
)
松
尾
町

小

林

守

雄

さ

ん

十

人

寺

島

く

め

じ

さ

ん

大

屋

西

沢

豊

馬

さ

ん

国

分

宮

入

民

平

さ

ん

下

之
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中

村

侶

章

さ

ん

赤

坂

滝
沢
茂
助
き
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(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

上
原
三
木
雄
さ
ん

(
材
木
町
一
丁
目
)
材
木
町

七
八

御

七七八五八八三六六
九六九九六八五二一

四
O
六一一
五
五

六一二
七
六
八
三
六
五

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

五八
五

八八八八
七二六五

神
津
息
永
さ
ん

茅
野
光
雄
き
ん

曲
尾
韓
治
さ
ん

清
水
シ
サ
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
北
大
手

内

藤

け

さ

の

さ

ん

野

竹

宮

越

昌

美

き

ん

塩

田

新

町

荒

井

恵

栄

き

ん

五

加

五五八八
二八三六

五

加

岩

門
下
之
郷

七八四
七五九

八七八九四六
O 九八二九一

お

わ

び

正

訂「
広
報
う
え
だ
」
四
月
十
六
日
発
行

第
八
六
一
号
の
二
ペ
ー
ジ
、
「
市
長
選
挙

最
終
得
票
」
の
中
で
、
無
効
票
二
百
四

十
七
票
は
二
百
七
十
四
票
の
誤
り
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

JI.. 

八
ノ、

一

、

自

然

に

感

謝

し

、

き

れ

い

な

水

と

空

気

を

守

り

、

緑

の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く

世

界

に

目

を

向

け

た

明

る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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